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1	. 北九州水素タウン構想

（1）背景

水素は、二酸化炭素を発生させない究極のクリーンエ

ネルギーとして注目されています。一般的に、水素を得る

には水の電気分解などが知られていますが、製鉄などの生

産プロセスから生じる副生物としても水素が発生します。

北九州市は、製鉄のまちであるとともに水素が豊富に得

られるまちであり、水素エネルギーを利用する近未来社会

の先駆けとなるポテンシャルをもつ国内有数の都市です。

そこで本市は、平成 20 年 7 月に国から選定された「環

境モデル都市」の主要プロジェクトの一つとして、「北九

州水素タウン構想」を掲げており、現在、水素を燃料とす

る自動車等の走行実証や、建物における発電・給湯用の純

水素型燃料電池の運転実証などが八幡東田地区で行われ

ています。

北九州水素タウン構想は、福岡県、福岡水素エネルギー

戦略会議、実施主体となっている民間企業・団体が協働し

て推進しています。

（2）北九州水素ステーション

この構想の第一弾プロジェクトとして、福岡県、福岡水

素エネルギー戦略会議、民間企業が協働して、東田地区に

「北九州水素ステーション」を建設しました。北九州市役所

では、燃料電池自動車を1台導入しており、この水素ステー

ションで水素を充填し、走行しています。水素ステーション

では、燃料電池自動車等への充填を重ね、その安全性を確

保するとともに充填方法を確立するためのデータを蓄積し

ています。

北九州水素ステーション

また、工場の副生水素をエネルギーとして利用してい

るのは、北九州水素ステーションが日本初であり、世界で

も珍しい水素ステーションです。

水素ステーションは、福岡県内では九州大学伊都キャ

ンパスにも建設されています。この両ステーション間を

「水素ハイウェイ」と称して、燃料電池自動車・水素エン

ジン自動車走行の実証試験を行っています。

の実証試験を行っています。

燃料電池自動車

（3）北九州水素タウン実証事業

北九州水素タウン実証事業は、水素供給・利用技術研

究組合（HySUT）等が福岡水素エネルギー戦略会議の助

成を受け、さまざまな実証を行う事業です。

この実証事業では、水素パイプラインを東田地区の市

街地に敷設することで、燃料となる純水素を一般住宅、商

業施設、公共施設へ供給しています。

また、各施設において、純水素型燃料電池を設置して、

高いエネルギー効率で電力および熱を提供しています。こ

のように本格的なコミュニティレベルでの実証は世界で

初めての試みです。

現在、東田地区では、水素供給技術の実証、家庭用や

業務用の純水素型燃料電池の運転実証、小型移動体の運転

実証などを行っています。

◦水素供給技術の実証

北九州水素タウンでは、水素ステーションから市街地

の各施設まで 1.2km におよぶパイプラインを敷設してい

ます。水素ガスの漏れ検知などの保安技術や安定供給の実

証を行っています。

◦家庭用や業務用の純水素型燃料電池の運転実証

水素燃料電池実証住宅は、純水素が供給される世界で

も珍しい住宅であり、次世代エネルギーとしての利用に関

する利便性や安定性等に関する実証を行うことを目的と

しています。

また、水素燃料電池実証住宅の一区画では、太陽光発電・

蓄電池と連系し、家庭内の熱電負荷バランスを最適化し、

さらに自立を目指した電力・熱供給システムの検証も行っ

ています。

北九州水素タウンには、水素燃料電池実証住宅以外に

も、東田エコクラブや環境ミュージアムのエコハウスな

どにも、水素燃料電池実証住宅に設置しているものと同

じ 1kW 級の純水素型燃料電池が設置されています。また、

いのちのたび博物館には、100kW 級の燃料電池が設置さ

れており、得られた電力と熱は博物館で空調などに利用さ

れています。

◦小型移動体の運転実証

北九州水素タウンでは、燃料電池ローリフトや、燃料

電池アシスト自転車などにも水素が活用されています。こ

れらは、水素の脱着式カートリッジが内蔵されており、低

圧水素充填装置によりカートリッジに水素を供給してい

ます。

燃料電池ローリフト 燃料電池アシスト自転車

（4）水素燃料電池スクーター走行実証

また、北九州水素ステーション関連では、平成 23 年よ

り水素燃料電池スクーターが、東田地区で国内初の公道走

行の実証を開始しました。北九州水素ステーションでは、

燃料電池自動車以外の乗り物に水素を充填することにな

り、水素エネルギー社会へ向けてさらなるデータを蓄積し

ていくことになります。

（5）今後の取組

今後は、将来の水素エネルギー社会の実現に向けて、

北九州水素ステーションや北九州水素タウンで実証デー

タを蓄積していきます。

市民の皆さんには、イベント等の機会に燃料電池自動

車の試乗体験をしてもらうことで、水素や燃料電池への理

解と関心を高めていただけるよう取り組んでいきます。
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2	. ベストプラクティス特別賞受賞

平成 20 年 7 月、温室効果ガスの大幅な削減など低炭素

社会の実現に向け、高い目標を掲げて先駆的な取組にチャ

レンジする都市として、北九州市を含む全国の13 都市が「環

境モデル都市」として政府から選定されました。低炭素社

会の実現に向けた取組の全国展開、世界への情報発信等を

目的として、平成 20 年 12 月に低炭素都市推進協議会が

設立され、その活動の一つとして、地域の資源等を最大限

に活用しつつ、温室効果ガスの中長期的な大幅削減に資す

るような先進的な取組事例を、平成22年にベストプラクティ

スとして募集し、26 提案中、大賞 1件（富山市）と特別賞

8 件が表彰され、本市は、下記の 2 取組が特別賞を受賞し

ました。

北九州エコプレミアム産業創造事業

北九州市内の産業・技術分野の取組みの中から、環境負荷の低減
につながる製品（エコプロダクツ）やサービス（エコサービス）を「エ
コプレミアム」として選定し、市が PR をすることで環境配慮型製品・
サービスの拡大・浸透を図り、市内産業界全体の環境配慮活動を
促進している。これまでに、エコプロダクツ 139 件、エコサービ
ス 29 件を選定（合計168 件）。さらに、平成 18 年度から、「新規性・
独自性」と「市場性」について、特に優れているものを「いち押し
エコプレミアム」として選び、重点的に PR を行う取組みを実施し
ている。

北九州スマートコミュニティ創造事業

事業地域である北九州市東田地区（約 120ha）において、太陽光
発電など次世代エネルギーやその関連機器の実証を中心としつつ
も、通信、都市開発、交通システム、ライフスタイルなどを含め、様々
な実証を都市の中で行い、次世代のエネルギー・社会システムの実
現を目指している。具体的には、①新エネルギー等 10％街区の整
備、②建築物等への省エネシステム導入、③地域節電所を核とした
地域エネルギーマネジメントシステムの構築、④都市交通システム等

「次世代のあるべき地域社会構造」の構築、⑤アジア地域等海外
への発信などを行う。

3	.	北九州市生物多様性戦略の策定
（都市と自然が共生するまち）

（1）背景・目的・経緯

本市は、これまで豊かな自然環境と生物の多様性を保ち

つつ、市民と自然とのふれあいを推進することを目標に掲げ

た、「北九州市自然環境保全基本計画」を平成 17 年に政令

市で初めて策定し、自然環境分野での総合的・計画的な取り

組みを進めてきました。

一方、国は平成 20 年 6 月に、「豊かな生物多様性の保全」

及び「自然と共生する社会の実現」を目的とした「生物多様

性基本法」を制定し、その中で自治体は「生物多様性戦略」

を策定することが盛り込まれました。また平成 22 年 10 月

には名古屋市で COP10 が開催され、生物多様性の損失を

止めるための行動計画「愛知ターゲット」が採択されるなど、

国内外において生物多様性の保全に関する機運が高まって

いました。

これらの状況を踏まえ、既に策定している「北九州市自然

環境保全基本計画」を改訂し、同法に基づく「生物多様性地

域戦略」として平成 22 年11月に「北九州市生物多様性戦略」

を策定しました。戦略策定にあたっては、「北九州市自然環

境保全基本計画」の構成などの基本的な骨格を維持しつつ、

施策の進渉や状況の変化を踏まえ、更に新たに取り組むべ

き施策を取り入れた戦略としています。

（2）本市の自然環境の特徴

三方を異なる海に囲まれ、市域の約 4 割を森林が占め

るなど、産業都市でありながら豊かな自然に恵まれていま

す。また、市民の自然環境への関心も高く、2000 名を超

える自然環境保全ネットワークが構築されています。更に

「響灘・鳥がさえずる緑の回廊創成事業」など新しい自然

環境の創成も進行しています。

（3）	戦略の概要

「都市と自然の共生するまち」

を基本理念に「5 つの目標」と

「5 つのリーディングプロジェ

クト」で施策を展開していま

す。主な特徴としては、①市民・

NPO と作り上げ、一緒になっ

て進めて行く計画であること。

②都市政策、産業政策、農業政

策等の考え方を組み入れた総合

的な計画であること。③自然環

境全般に関する基本計画の策定

は政令市では初めてであるこ

と。④環境首都グランドデザイ

ン環境行動原則 4「自然と賢く

つきあい、守り、育みます」の

具体化や、⑤自然分野での低炭

素社会の取組みの具体化を図っ

ていること。などがあります。

（4）	戦略の推進・進行管理

本戦略は、パートナーシップ

の考えのもと、学識経験者、市

民・NPO、事業者、市で構成

される「北九州市自然環境保全

ネットワークの会」〈通称：自

然ネット〉を中心に推進してい

くとともに、戦略の進行管理を

行います。また国、県、周辺市

町村などの関係行政機関とも連

携していきます。

進行管理のしくみ

・取り組み方法の見直し
・施策の方針等の検討

Ac t i o n 見直し
・「都市と自然との共生」の
　実現に向けたプランニング
・予算の確保、実施体制づくり

P l a n計画

・パートナーシップを持って
　それぞれの役割に基づいた
　取り組みの実施

Do実行
・施策や取り組みに対する
　意見、アドバイス

Mon i t o r S u p p o r t 意見・応援

北九州市自然環境保全
ネットワークの会

（H18.5.20発足）

・数値目標                     ・自然関連予算の割合
・自然環境自慢の取り組み ・生き物のすむ風景変化の把握  など

評価方法の検討

事業者

学識経験者

市民・NPO

市

北九州市自然環境保全
ネットワークの会

（H18.5.20発足）

事業者

学識経験者

市民・NPO

市

推進体制

庁内推進組織
環境局をはじめとした

関係局・区
事業実施

自然ネット運営会議

学職経験者の組織

自然環境配慮アドバイス

学職経験者
・植物・昆虫・鳥類・水環境
・生態学・水産・魚類など11名

市民・NPO・事業者の推進組織
NPO・団体
31団体

事業者
自然環境保全に取り組む
企業12社

市民
自然環境サポーター151名

※NPO、団体、事業者、自然環境サポーター等は、平成22年11月末現在の数値

普及・啓発 活動実践

※注　　　　は取り組み内容を示しています

事務局（環境局環境未来都市推進室）

連携・協力 連携・協力

国、県、周辺市町村など

自然ネット総会
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4	. 次世代自動車（EV、PHV等）の導入とEV充電器の設置

（1）次世代自動車（EV、PHV等）の導入

本市では、地球環境にやさしく、走行中に CO2 を排出

しない電気自動車（EV）や、ガソリン車と比較して CO2

排出量が少ないプラグインハイブリッド自動車（PHV）の

普及のため、率先して市の公用車に導入を行い、市民や企

業への積極的な PR を行っています。

EV については、平成 21 年度に 1 台、平成 22 年度に

8 台導入し、PHV・燃料電池自動車についてもトヨタ自動

車㈱から実験的に各 1 台導入しています。

今後の計画として、平成 25 年度までに次世代自動車を

公用車に、50 台導入する予定です。

市公用車EV

市公用車PHV

市公用車燃料電池自動車

（2）EV充電器の設置

EV の普及のためには、市内の EV 充電ネットワーク整

備が不可欠です。そのため、公共施設への整備を積極的に

行っています。平成 22 年度には、小倉北区役所に 24 時

間 365 日利用可能で 30 分で 80% 程度まで充電可能な

急速充電器を設置しました。

急速充電器

また、門司区の門司港レトロ駐車場や若松区の北九州

学術研究都市学術情報センター駐車場の 2 箇所に倍速

（200V）充電器を整備し、観光や仕事の際の駐車時間を

活用して充電できるように整備しています。その他、自動

車ディーラーやコインパーキングなどの充電施設を合わ

せると、市内の充電箇所は官民あわせて 41 箇所となって

います。

今後は、市内 50 箇所以上の充電箇所の整備を目指し、

官民互いに協力しながら EV 等の次世代自動車の普及環境

づくりを積極的に行っていきます。

EV用充電ネットワーク図

5	. ウォータープラザ北九州〜水の国際戦略拠点〜

（1）目的

「ウォータープラザ北九州」は、世界の水問題解決に向

け、各種水資源を有効活用するために必要となる先進技術

を実証研究し、また、研究の成果を、国内外に情報発信し

て技術普及を進めることを目的とした施設です。

施設内には、海水淡水化技術と下水処理水の再利用技

術の統合による先進の省エネ型水循環システムの「デモプ

ラント」と、企業等が機器を持ち込んで技術開発を行える

「テストベット」を備えており、官民がそれぞれの特徴を

生かし、連携しながら、運営・管理も含めた総合的な水処

理技術の実証を行い、先進の水循環ソリューションの提供

を目指しています。

（2）実証研究

「デモプラント」では、海水と下水から約 1,400 ㎥ /

日の「質の高い水」をつくることができ、そのうち 1,000

㎥ / 日を九州電力㈱新小倉発電所へ発電用水として供給す

ることで、システムの有効性や海外での事業化の可能性に

ついて、官民一体で実証研究を進めています。

また、「テストベッド」では、海水や下水など 6 種類の

原水を利用し、企業等が、新しい水処理技術の開発や実験

などを行うこととしています。

（3）今後の取り組み

本市では、「環境」と「アジア」をキーワードとした「緑

の成長戦略」の一つとして、海外水ビジネスに積極的に取

り組んでいます。

その一環として、海外での競争力・優位性の確保、国

際ビジネス基盤の強化を図るため、「水の国際戦略拠点（研

究開発・人材育成の拠点、技術のショーケース）」を整備

する予定です。

「ウォータープラザ北九州」は、その中核を担う施設で

あり、実証研究の成果を広く情報発信しながら、官民がそ

れぞれ有する技術やノウハウを水ビジネスの海外展開に

繋げていきたいと考えています。

＜概要＞

○開設時期：平成 22 年 12 月 14 日

（試運転を経て、平成 23 年 4 月から本格運転開始）

○開設場所：日明浄化センター内（小倉北区西港町）

○実施主体

・（独）新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）

･ 海外水循環ソリューション技術研究組合（GWSTA）

・北九州市

＜システムの特徴＞

複数の膜技術を組み合わせることにより、省エネで環

境にやさしい高品質な生産水をつくる

下水膜処理と海水淡水化の統合システム
・ポンプ動力低減による省エネ（30～40％）

・海淡プロセスの設備建設費を低減

・排水の塩濃度を低減

・ポンプ動力低減による省エネ（30～40％）

・海淡プロセスの設備建設費を低減

・排水の塩濃度を低減

※ MBR(Membrane Bioreactor)：膜分離活性汚泥法

※ UF 膜 (Ultrafiltlation Membrane)：限外ろ過膜

※ RO 膜 (Reverse Osmosis Membrane)：逆浸透膜

視察の様子

約 520 名が視察（平成 22 年度末現在）

視察申し込みについては、http://www.waterplaza.jp/


